
第 22 回全国障害者馬術大会が開催された馬場 

体障がい選手 17 名といった多くの参加がみられ

た。参加馬は、馬場馬術も可能な 14 頭の乗用馬

を明石乗馬クラブの協力で配備するなど充実し

た大会が行われた。 

 

  

本施設では、11 名のスタッフ（乗馬関係 6名、

レストラン関係 5名）が働いている。また、就労

継続支援 A 型の障がい者雇用として 7 名が仕事

に従事している。飼養馬匹頭数は 18 頭 （内サラ

ブレッド１頭、他はクォーター等）である。 

 

 

かなぎライディングパークは、島根県浜田市

市街地から南東約30km離れた金城町の中山間地

域にある乗馬施設で、平成 25 年にリニューアル

オープンした。広大な敷地内にレストランを含

むクラブハウス、覆い馬場、厩舎、馬場が機能的

に配置され、外乗ができるコースもある本格的

な施設である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いわみ福祉会は、昭和 48 年に設立認可され、

法人本部のある浜田市を中心に障害者支援施設

や障害者福祉施設、老人福祉施設などを運営す

る福祉団体で、平成 25 年より浜田市から「浜田

市かなぎウェスタンライディングパーク」の指

定管理者を受託し運営を行っている。 

 

 

いわみ福祉会は、福祉団体として様々な障がい

者支援施設を持ち、農業や畜産業、食品加工、レ

ストラン経営、工芸品製作など多角的な経営を行

い、障がい者が地域と関わりを持ち自分で生活で

きる就労の場所を提供している。ライディングパ

ークはそのような経営理念のもと新たに観光と

地域振興、福祉事業を連携させ運営するモデルと

して画期的な福祉事業モデルとなるものである。 

また、多くの障がい者が参加することのできる

馬術大会の開催は、障がい者本人とその家族が、

普段抱えている社会に対する委縮や遠慮などを

取り払い競技に臨むことができ、特に障がい者自

身が次の目標に向かって生きがいを見出す機会

を提供している。このような大会を通じて、全国

規模で増加しつつあるボランティアの学生や社

会人が、障がい者に対する偏見や差別を無くして

いく効果も社会貢献として挙げられる。障がい者

を受け入れる気運は、大会を賛助する会社組織が

増加傾向にあることからも明らかであり、今後、

近隣の中高生がボランティアとしてスタッフに

関わることで、障がい者をより一層理解する教育

の機会が増すものと思われる。  

ノーマライゼーション社会の実現のために、乗

馬牧場を中心とした地域の活性化と、就労支援の

拡充を目指したさらなる活動が期待されている。

今後、レストラン等の施設の PR とともに、乗馬

トレッキング、観光バスの休憩地などの工夫によ

り、より多くの来訪者が期待される。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   
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本施設は浜田市の有する施設を社会福祉法人

いわみ福祉会が管理委託を受けて運営している。

同施設では、一般市民を対象にした体験乗馬や個

人レッスンのほか、春休みや夏休みには乗馬と自

然体験を兼ねた合宿を行っている。 

本施設は、障がい者が馬の施設等で働くことが

できる就労支援事業を行っている点に大きな特

徴がある。 

ライディングパーク内には、観光施設としての

乗馬施設とレストランがあるが、福祉関連施設と

して、一般企業への就職が難しい障がい者に対し

て、就労継続支援事業の１つである就労する機会

を提供し雇用契約を結ぶ障がい者就労継続支援

A型事業所「ワークくわの木かなぎライディング

パーク」、および、障がいをもつ児童生徒を対象

とする放課後等デイサービス「ワークくわの木か

なぎライディングパーク」が設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続支援 A 型事業所は、定員 15 名でライ

ディングパーク内の厩務作業、清掃作業、レスト

ランの関連作業、施設内にある畑での農作業など

の様々な仕事を利用者の方が分担して行ってい

る。彼らは、施設で飼養する馬を管理するために

欠かせないスタッフとなっている。一方、放課後

等デイサービスは、定員 10 名で馬を使った療育

プログラムが実施されている。 

また、この施設では下記のように「全国障がい

者馬術大会」も開催されている。 

 

＜第 22 回「全国障がい者馬術大会」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全国障がい者馬術大会」は、平成 5年に全国

障がい者交流乗馬大会として明石乗馬協会が初

めて実施している。第 22 回大会（平成 26年）は、

パラリンピックを念頭において企画されたこと

もあり、参加団体 14、知的障がい選手 40 名、身

レストランや多目的ルームがあるクラブハウスの

遠景（左）と馬術競技出場選手（右） 

− 58 − − 59 −
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いわみ福祉会は、福祉団体として様々な障がい

者支援施設を持ち、農業や畜産業、食品加工、レ

ストラン経営、工芸品製作など多角的な経営を行

い、障がい者が地域と関わりを持ち自分で生活で

きる就労の場所を提供している。ライディングパ

ークはそのような経営理念のもと新たに観光と

地域振興、福祉事業を連携させ運営するモデルと

して画期的な福祉事業モデルとなるものである。 

また、多くの障がい者が参加することのできる

馬術大会の開催は、障がい者本人とその家族が、

普段抱えている社会に対する委縮や遠慮などを

取り払い競技に臨むことができ、特に障がい者自

身が次の目標に向かって生きがいを見出す機会

を提供している。このような大会を通じて、全国

規模で増加しつつあるボランティアの学生や社

会人が、障がい者に対する偏見や差別を無くして

いく効果も社会貢献として挙げられる。障がい者

を受け入れる気運は、大会を賛助する会社組織が

増加傾向にあることからも明らかであり、今後、

近隣の中高生がボランティアとしてスタッフに

関わることで、障がい者をより一層理解する教育

の機会が増すものと思われる。  

ノーマライゼーション社会の実現のために、乗

馬牧場を中心とした地域の活性化と、就労支援の

拡充を目指したさらなる活動が期待されている。

今後、レストラン等の施設の PR とともに、乗馬

トレッキング、観光バスの休憩地などの工夫によ

り、より多くの来訪者が期待される。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

〒697-0303 島根県浜田市金城町久佐イ 1390-8  

(URL)http://www.iwamifukushikai.or.jp/riding 

（TEL）0855-42-2222

 

福祉・セラピー

社会福祉法人による複合的な運営 

かなぎウエスタンライディングパーク 

福祉事業を観光事業と連携させた乗馬施設の運営 

島根県
浜田市

社会福祉法人 いわみ福祉会

 
 
 
 
 
 

 
 
 

本施設は浜田市の有する施設を社会福祉法人

いわみ福祉会が管理委託を受けて運営している。

同施設では、一般市民を対象にした体験乗馬や個

人レッスンのほか、春休みや夏休みには乗馬と自

然体験を兼ねた合宿を行っている。 

本施設は、障がい者が馬の施設等で働くことが

できる就労支援事業を行っている点に大きな特

徴がある。 

ライディングパーク内には、観光施設としての

乗馬施設とレストランがあるが、福祉関連施設と

して、一般企業への就職が難しい障がい者に対し

て、就労継続支援事業の１つである就労する機会

を提供し雇用契約を結ぶ障がい者就労継続支援

A型事業所「ワークくわの木かなぎライディング

パーク」、および、障がいをもつ児童生徒を対象

とする放課後等デイサービス「ワークくわの木か

なぎライディングパーク」が設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続支援 A 型事業所は、定員 15 名でライ

ディングパーク内の厩務作業、清掃作業、レスト

ランの関連作業、施設内にある畑での農作業など

の様々な仕事を利用者の方が分担して行ってい

る。彼らは、施設で飼養する馬を管理するために

欠かせないスタッフとなっている。一方、放課後

等デイサービスは、定員 10 名で馬を使った療育

プログラムが実施されている。 

また、この施設では下記のように「全国障がい

者馬術大会」も開催されている。 

 

＜第 22 回「全国障がい者馬術大会」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全国障がい者馬術大会」は、平成 5年に全国

障がい者交流乗馬大会として明石乗馬協会が初

めて実施している。第 22 回大会（平成 26年）は、

パラリンピックを念頭において企画されたこと

もあり、参加団体 14、知的障がい選手 40 名、身

レストランや多目的ルームがあるクラブハウスの

遠景（左）と馬術競技出場選手（右） 

− 58 − − 59 −

第2章　「福祉・ホースセラピーに活用されている馬」


